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今
月
の
納
税
メ
モ

国
民
健
康
保
険
料
　
九
月
分

納
期
限

九
月
三
十
日
ま
で
。

永久選挙人名簿をどうぞ

載つていない人は
す ぐ 届出を

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
い

ま
ま
で
、
毎
年
九
月
十
五
日
現
在

で
作
っ
て
い
た
、
基
本
選
挙
人
名

簿
と
、
選
挙
の
つ
ど
つ
く
っ
て
い

た
補
充
選
挙
人
名
簿
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

こ
と
し
か
ら
は
、
六
月
二
十
日

現
在
で
調
査
し
た
選
挙
資
格
調
査

に
よ
っ
て
、
永
久
選
挙
人
名
簿
を

つ
く
り
、
今
後
は
年
二
回
の
追
加

登
録
が
で
き
る
だ
け
で
選
挙
の
つ

ど
つ
く
っ
て
い
た
補
充
選
挙
人
名

簿
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
名
前
は

載
つ
て
い
ま
す
か

前
記
の
よ
う
に
こ
と
し
か
ら
は

補
充
逸
挙
人
名
簿
は
作
ら
ず
、
そ

の
か
わ
り
年
二
川
（
三
月
と
九
月

）
に
追
加
登
録
者
名
簿
を
作
り
ま

す
。あ

な
た
の
名
前
か
、
永
久
選
挙

人
名
簿
に
載
っ
て
い
る
か
、
ぜ
ひ

一
度
、
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

各
支
所
で
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い

次
の
人
は
ぜ
ひ
届
出
を

ア
　
十
月
一
日
か
ら
十
月
十
日

ま
で
の
間
に
あ
た
ら
し
く
満
二

十
歳
に
な
ら
れ
た
人

イ
　
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月

十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
た
ら
だ

に
転
入
さ
れ
た
人

ア
・
イ
以
外
で
、
以
前
か
ら
長

門
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
名
簿
に

載
つ
て
い
な
い
人
。

こ
れ
ら
の
人
は
、
十
月
十
日
ま

で
に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
又

は
各
支
所
）
へ
お
出
し
出
く
だ
さ

い
。来

春
の
市
議
選
は

こ
の
名
簿
を

使
い
ま
す

来
春
お
こ
な
わ
れ
る
市
議
会
議

員
の
選
挙
は
、
こ
の
永
久
選
挙
人

名
簿
だ
け
を
使
っ
て
お
こ
な
い
ま

す
。選

挙
前
に
な
っ
て
あ
わ
て
ず
に

、
今
月
中
に
ぜ
ひ
自
分
の
名
前
を

た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

・
ま
た
、
転
出
、
転
人
、
転
居
な

ど
の
と
き
は
必
ず
、
選
挙
資
格
者

の
登
録
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
。

台
風
洪
水
時
の
心
得

山
口
県
に
は
、
こ
と
し
に
な
っ

て
ま
だ
台
風
の
被
害
は
、
あ
ま
り

で
て
い
ま
せ
ん
が
、
九
月
、
十
月

は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
台
風
の
知

識
、
台
風
、
大
雨
時
の
心
得
、
避

難
時
の
心
得
な
ど
を
特
集
し
ま
し

た
。台

風
の
知
識

１
　
台
風
の
大
き
さ
強
さ

超
Ａ
級
　
中
心
気
圧
九
二
〇
ミ

リ
バ
ー
ル
以
下
風
速
六
五
メ

ー
ト
ル
以
上
。

Ａ
級
　
九
二
〇
一
九
五
〇
ミ
リ

バ
ー
ル
、
風
速
五
〇
一
六
五

メ
ー
ト
ル
。

Ｂ
級
　
九
五
〇
ｉ
九
八
〇
ミ
リ

バ
ー
ル
、
風
速
三
〇
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
。

Ｃ
級
　
九
八
〇
ミ
リ
バ
ー
ル
以

上
、
風
速
一
七
圭
二
〇
メ
ー

ト
ル
。

２
　
風
速
と
被
害

風
速
一
五
メ
ー
ト
ル
で
は
、
取

り
つ
け
の
悪
い
看
板
が
と
ぶ

小
型
船
は
住
意
。

風
速
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
、
風

に
向
つ
て
歩
け
ず
、
看
板
が

と
び
、
弱
い
塀
が
倒
れ
る
。

風
速
二
五
メ
ー
ト
ル
で
は
、
屋

根
が
わ
ら
が
と
び
、
半
壊
家

屋
が
急
増
し
、
樹
木
が
折
れ

風
速
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
、
雨

戸
が
は
ず
れ
、
電
柱
、
煙
突

が
倒
れ
る
。

風
速
三
五
メ
ー
ト
ル
で
は
、
全

壊
家
屋
が
急
増
。

風
速
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
、
大

型
船
舶
が
て
ん
ぷ
く
。

風
速
四
五
メ
ー
ト
ル
で
は
、
鉄

塔
が
倒
れ
る
。

台
風
、
大
雨
の
時
は

地
形
を
よ
く
知
っ
て
お
く

自
分
の
居
る
環
境
、
地
形
を

よ
く
知
っ
て
お
き
、
避
難
時
期

は
自
分
の
判
断
で
早
く
で
き
る

よ
う
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
て
お

・
注
意
報
が
出
た
ら

１
　
防
災
対
策
を
し
、
窓
、
雨

戸
、
屋
根
、
塀
、
看
板
の
補

強
、
停
電
、
断
水
に
備
え
る

２
　
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
予
報

に
注
意
し
、
情
况
判
断
に
っ

と
め
る
。

３
　
台
風
、
大
雨
情
報
が
出
た

ら
、
海
や
山
へ
の
旅
行
は
早

め
に
中
止
す
る
。

警
報
が
出
た
ら

避
難
の
必
要
が
あ
る
場
合
は

、
避
難
の
準
備
を
す
る
。
食
糧

そ
の
他
携
帯
品
は
最
少
限
に
。

堤
防
、
水
面
の
監
視
。

避
難
信
号
が
出
た
ら

す
ぐ
に
立
ち
の
き
、
火
元
に

用
心
し
、
屋
外
で
は
、
か
わ
ら

や
木
が
と
ん
で
く
る
の
で
注
意

し
、
切
れ
た
電
線
に
は
近
寄
ら

な
い
。

大
雨
の
知
識

大
雨
の
世
界
記
録
は
、
昭
和
3
2

年
７
月
2
5日
に
長
崎
県
諫
早
市
に

降
っ
た
集
中
豪
雨
で
、
一
日
に
一

一
〇
九
ミ
リ
、
一
時
間
で
一
四
四

ミ
リ
の
雨
を
記
録
。

雨
に
よ
る
被
害
が
起
る
の
は
、

１
　
一
時
間
に
二
〇
ミ
リ
以
上

の
強
い
雨
が
三
時
間
も
続
く

と
中
小
河
川
が
は
ん
ら
ん
。

２
　
一
日
に
雨
が
、
平
地
で
八

〇
ミ
リ
を
超
え
る
と
被
害
が

で
は
じ
め
る
。

３
　
五
日
間
に
雨
量
が
一
〇
〇

ミ
リ
以
上
に
な
る
と
水
害
が

で
は
じ
め
る
。

４
　
二
三
〇
ミ
リ
以
上
の
雨
に

な
る
と
床
上
浸
水
な
ど
の
大

き
な
水
害
が
で
は
じ
め
る
。

避
難
す
る
時
は

避
難
の
指
示

市
消
防
本
部
、
消
防
団
な
ど

か
ら
、
避
難
の
指
示
が
あ
つ
た

ら
、
落
ち
つ
い
て
誘
導
者
の
指

示
に
従
う
。

避
難
の
方
法

１
　
避
難
す
る
時
は
、
一
人
で

行
動
し
な
い
で
、
で
き
る
か

ぎ
り
、
家
族
や
、
近
所
の
人

と
い
つ
し
よ
に
避
難
す
ヴ气

２
　
女
子
は
、
ス
フ
ツ
ク
ス
ヘ

ど
の
活
動
し
や
す
い
も
の
を

着
て
、
お
子
さ
ん
は
名
札
を

つ
け
て
勹

、。

３
　
ガ
ス
の
元
セ
ン
、
火
の
気

を
完
全
に
消
し
、
電
気
の
ス

イ
ツ
チ
を
切
る
。

避
難
す
る
と
き
の
持
物

１
　
食
糧
は
最
少
限
に
。
（
と

く
に
乳
児
の
い
る
家
庭
で
は

粉
ミ
ル
ク
な
ど
を
忘
れ
な
い

こ
と
。
）

２
　
衣
類
は
で
き
る
だ
け
身
に

つ
け
て
。
着
替
え
の
下
着
類

や
オ
ム
ツ
な
ど
。

３
　
照
明
具
、
携
帯
ラ
ジ
オ

４
　
貴
重
品

デ
マ
に
迷
わ
な
い

災
害
の
状
況
は
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
公
式
機
関
の
発
表
を

信
潁
し
匸
尨
行
人
や
近
隣
の
人

广
ら
の
デ
犬
に
迷
夕
べ
い
。

被
災
後
の
心
得

伝
染
病
に
注
意
し
、
湿
気
を
除

浸
か
地
域
に
は
、
と
く
に
伝

染
病
が
ま
ん
延
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
飲
料
水
や
食
物
に

は
十
分
気
を
つ
け
、
消
毒
や
予

防
接
種
を
受
け
る
。

電
線
に
注
意

た
れ
下
っ
た
電
線
な
ど
に
は

ふ
れ
な
い
で
、
発
見
し
た
ら
お

近
く
の
電
力
会
社
に
連
絡
す
る

ぶ
け
く
ず
れ
や
圸
す
べ
り
な
ど

は
、
雨
が
降
り
や
ん
で
も
ニ
ー

三
日
は
起
る
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
す
る
。

ユ
ネ
ス
コ
協
会
が

古
い
切
手
を
集
め
ま
す

長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
、
奉
仕
事
業
の
一
つ
と
し
て
古
い
切

手
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
集
め
ら
れ
た
古
い
切
手
は
、
口

ン
ド
ン
の
切
手
市
場
で
売
ら
れ
、
そ
の
金
で
、
東
南
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
を
救
う
Ｂ
Ｃ
Ｇ
液
の
資
金
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
お

宅
で
古
い
切
手
の
不
用
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
切
手
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
切
り
取
っ
て
、
市
教
育
委
員
会
内
、
長
門
ユ
ネ

ス
コ
協
会
あ
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

重度の身体障害児にも

扶養手当を支給

い
ま
ま
で
は
、

重
度
の
精
神
障
害

児
に
支
給
さ
れ
て

い
た
扶
養
手
当
が

法
律
の
改
正
で
、

重
度
の
身
体
障
害

児
に
も
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
二
十
歳
禾
満
で
、
重
度
の

身
体
障
害
の
お
子
さ
ん
を
養
育
看

護
さ
れ
て
い
る
保
護
者
は
、
こ
の

手
当
の
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務

所
社
会
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

日
本
博
愛
会
の

上
方
演
芸
会
公
演

2
8日
中
央
公
民
館
で

こ
と
し
の
敬
老
の
日
を
記
念
し

、
日
本
博
愛
会
の
芸
能
奉
仕
団
が

長
門
市
で
公
演
し
ま
す
。

（
と
き
）
９
月
2
8日

午
前
1
0時
・
午
後
１
時

（
二
回
公
演
）

（
と
こ
ろ
）

中
央
公
民
館
大
講
堂

（
入
場
料
）
　一
〇
円

な
お
、
午
前
十
時
の
公
演
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
長
寿
園
入
所

者
を
対
象
。

善
意
銀
行
預
託
者

八
月
分

（
現
金
口
座
）

沖
原
ヨ
シ
子
．
Ｆ
江
．
Ｓ
子
。
ミ

サ
。
佐
藤
昌
典
。
岡
崎
敏
夫
。
愛

輪
会
、
大
野
教
諭
。
と
く
名
氏
。

吉
村
　

力
。
市
議
会
議
員
一
同
。

安
部
　
博
。
伊
達
　
徹
。

計
　

一
三
四
、
二
三
〇
円
。

山
口
県

美
術
展
覧
会

1
0
月
3
0
日
―
1
1
月
３
日

徳
山
市
体
育
館
で

第
三
回
山
口
県
芸
術
祭
の
行
事

の
一
つ
と
し
て
県
美
術
展
覧
会
が

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま

で
徳
山
市
体
育
館
で
ひ
ら
か
れ
ま

す
。こ

の
展
覧
会
の
作
品
を
広
く
一

般
か
ら
募
集
し
ま
す
か
ら
ど
し
ど

し
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

（
出
品
規
格
）

日
本
画
　
び
よ
う
風
、
額
仕
立
ま

た
は
化
粧
枠
付
二
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
。

洋
　
画
　
油
絵
、
水
彩
。
版
画
等

を
含
む
額
縁
付
一
〇
号
か
ら

一
二
〇
号
ま
で
。

彫
　
刻
　
巫
さ
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

‘
ム
以
内
。

工
　

芸
　
四
〇
か
ら
二
立
方
メ
ー

ト
ル
以
内
。

書
　
道
　
び
よ
う
風
、
枠
張
、
額

、
幅
、
仕
上
り

Ｉ
・
七
×
○

、
七
メ
ー
ト
ル
以
内
。

写
　
真
・
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
四

つ
切
り
以
上
全
紙
ま
で
で
枠

張
り
の
こ
と
。

（
作
品
の
搬
人
）

十
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
ま

で
に
、
長
門
市
教
育
委
員
会

ま
で
搬
入
の
こ
と
。

（
そ
の
他
）

く
む
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

市
長
日
誌

８
月

（
1
7日
）
通
漁
港
公
有
水
面
埋
立

に
関
す
る
協
議
会

（
1
8日
）
市
議
会
総
務
委
員
会

地
区
労
と
の
懇
談

（
1
9日
）
森
林
組
合
合
併
打
合
せ

会

（
2
0日
）
臨
時
市
議
会

（
2
1
日
）
市
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
決

勝
大
会

（
2
3日
）
市
有
林
入
札

動
力
車
広
島
地
方
本
部

定
期
大
会
（
中
央
公
民

館
）

（
2
5日
）
北
浦
三
市
市
議
会
親
睦

野
球
大
会
（
萩
市
）

（
2
6日
）
伊
達
教
育
長
の
教
育
委

員
会
葬（
深
川
小
学
校
）

（
3
0日
）
市
議
会
総
務
委
員
会

周
東
英
雄
氏
来
訪

（
3
1日
）
全
国
漁
港
大
会
出
席
の

た
め
北
海
道
へ
。

（
九
月
三
日
ま
で
）

９
月

（
４
日
）
県
下
市
議
会
議
員
親
睦

野
球
大
会
（
長
門
市
、

五
日
ま
で
）

（
５
日
）
下
水
道
懇
談
会
（
山
口

市
）

（
７
口
）
観
光
協
会
総
会

（
９
日
）
市
内
干
害
視
察
　
赤
崎
．

祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出
場

（
1
3日
）
栗
研
究
会
、
山
口
県
農

事
研
究
会
連
絡
協
議
会

（
俵
山
）

（
1
4日
）
長
門
市
国
体
選
手
団
壮

行
式
追
加
予
算
査
定
（

十
六
日
ま
で
）

（
1
9日
）
深
川
地
区
敬
老
会

（
2
0日
）
仙
崎
地
区
敬
老
会



長　門　市　広　報 昭和41 年 ９月２６日（月曜日）

秋
の農
作
業
安
全
月
間

９
月
2
0日
か
ら
一
か
月

い
ま
か
ら
は
、
秋
の
収
り
入
れ

な
ど
で
農
家
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
た
い
へ
ん
い
そ
が
し
く
な

り
ま
す
。

山
口
県
で
は
九
月
二
十
日
か
ら

十
月
十
九
日
ま
で
を
県
内
市
町
村

を
単
位
に
秋
の
農
作
業
安
全
連
動

月
間
と
き
め
ま
し
た
。

農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
こ

と
に
ご
注
意
の
上
、
事
故
の
な
い

農
作
業
を
し
ま
し
よ
う
。

・
　
農
機
具
は
、
構
造
、
特
性
、

取
り
扱
い
方
法
を
よ
く
知
っ
て

無
理
な
運
転
は
し
な
い
。

・
　
服
装
は
軽
快
に
し
、
タ
オ
ル

な
ど
を
首
に
巻
い
た
り
、
腰
に

さ
げ
な
い
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
ト

や
回
転
部
分
に
巻
き
こ
ま
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。

・
　
作
業
人
員
の
配
置
を
適
正
に

し
、
責
任
分
担
を
、
は
っ
き
り

し
て
お
く
。

・
過
労
や
す
い
眠
不
足
に
な
ら
な

い
こ
と
。

市
営
住
宅
の

補
欠
入
居
者
募
集

市
内
に
あ
る
市
営
住
宅
の
補
欠

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

（
住
宅
の
種
類
）

一
種
住
宅
・
二
種
住
宅

（
家
賃
）

一
種
　
一
二
〇
〇
円
ー
二
五

○
り
円

二
種
　
九
〇
〇
円
ー
二
〇
〇

○
円

（
入
居
資
格
）

市
内
に
居
住
か
、
勤
務
し
、

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
人
で
住
宅
に
困
つ
て
い

る
人
。

（
申
込
方
法
）

財
政
課
管
財
係
か
各
支
所
に

あ
る
入
居
申
込
書
と
給
与
証
明

書
な
ど
を
そ
え
て
十
月
十
五
日

正
午
ま
で
申
込
む
こ
と
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

財
政
課
管
財
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

県
農
業
展
示
会

９
月
2
7
日
ー
2
9
日

山
口
県
が
、
農
業
研
修
所
の
開

設
を
記
念
し
、
農
業
展
示
会
を
ひ

ら
き
ま
す
。

（
と

き
）

９
月
2
7日
か
ら
2
9日
ま
で

毎
日
８
時
か
ら
1
7時
ま
で

（
と
こ
ろ
）

山
口
県
農
業
試
験
場
内

（
展
示
内
容
）

農
作
物
展
示
と
解
説

近
代
農
業
機
械
展
示
。

在
外
資
産
問
題
説
明
会

深
川
地
区

９
月
2
9日
午
後
１
時

中
央
公
民
館
小
講
堂

仙
崎
地
区

９
月
2
9日
午
後
７
時

仙
崎
支
所
会
議
室

・
　

お
近
く
の
会
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

産
業
開
発
青
年

隊
員
を
募
る

（
募
集
期
限
）

1
2月
2
0日
ま
で

（
募
集
人
員
）

幹
部
隊

（
高
等
科
）
　
約
二
Ｕ
名

（
普
通
科
）
　
約
三
〇
名

中
央
隊
　
　
約
五
〇
名

北
海
道
開
発
局
　
約
四
〇
名

地
方
隊
　
　
約
五
〇
〇
名

（
く
わ
し
い
こ
と
は
）

市
役
所
建
設
課
へ
。

伊
達
教
育
長
逝
去

市
政
育
長
、
伊
達
英
治
氏
は
、
さ
る
八
月
二
十
一
日
、
急

性
薬
物
中
毒
症
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
八
歳
。

同
氏
は
、
大
正
十
四
年
に
三
隅
町
立
宗
頭
小
学
校
教
諭
を
ふ

り
だ
し
に
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
、
萩
市
立
明
倫
小
学
校
長

を
最
後
に
、
四
十
一
年
間
教
職
に
あ
り
、
豊
富
な
経
験
と
温

厚
な
人
柄
を
買
わ
れ
、
三
十
九
年
十
月
か
ら
長
門
市
教
育
長

に
任
命
さ
れ
学
校
教
育
な
ど
に
活
躍
さ
れ
、
今
後
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
故
伊
達
教
育
長
の
ご
め
い
福
を
み

な
さ
ん
と
と
も
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

親
の
立
場
・
子
の
立
場
　
（
永
杉

喜
輔
・
清
子
）

智
恵
子
抄
・
道
程
　
（
高
村
光
太

郎
）

俺
に
は
俺
の
生
さ
万
が
あ
る
　
（

加
藤
諦
三
）

人
生
詩
集
　
　
（
武
者
小
路
実
篤

）

人
に
好
か
れ
る
法
　
（
進
藤
信
緒

）

俄
（
に
わ
か
）
　
　（
司
馬
遼
太
郎

）

か
あ
ら
や
ん
と
1
1人
の
子
供

（
吉
川
と
ら
）

江
戸
に
夢
あ
り
　
（
山
手
樹
一
郎

）

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会

選

（
雜
　
詠
）

い
く
筋
か
背
甲
流
る
る
汗
あ
り
て

只
ひ
た
む
き
に
炭
材
を
剖
る

赤
郷
　
吉
崎
松
之
進

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ヤ
ツ
の
あ
と
を
残

し
て
日
焼
せ
し
子
等
の
背
洗
・凡

ば
海
の
昊
了

板
持
　
井
上
恵
美
子

こ
の
孤
独
心
ね
米
し
今
は
た
だ
あ

わ
く
亡
天
（
つ
ま
）
の
記
憶
も

う
す
れ
ゆ
く
日
々

渋
木
　
丘
本
邦
子

白
砂
っ
づ
く
湾
を
め
ぐ
れ
ば
故
郷

（
ふ
る
さ
と
）
の
突
堤
に
今
も

上
る
白
波

湊
　
　
堀
　
か
っ

ひ
っ
そ
り
と
酒
供
え
あ
り
こ
と
ご

と
く
財
呑
み
し
汝
が
父
の
奥
津

城
　
正
明
市
　
福
田
初
枝

（
当
季
雑
詠
）

墓
参
路
に
鬼
百
合
の
花
や
炎
天
下

田
屋
　
河
野
す
ぎ

闇
が
吸
ふ
花
火
一
胯
火
の
屐

湯
本
　
岡
藤
童
国
楼

吹
く
謨
の
茶
亭
へ
さ
そ
う
萩
古
城

阿
武
郡
　
岡
　
正
代

広
報
の
し
お
り

十
月

く
ら
し
の
メ
モ

十
月
に
は
い
る
と
、
み
な
さ
ん

の
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
落
ち
着

き
が
で
て
き
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
さ
ん
た
ち
は
、
本
気
で

勉
強
に
取
り
組
む
絶
好
の
季
節
で

す
し
、
お
と
な
も
、
本
腰
を
い
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
精
を
出

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

主
婦
の
か
た
が
た
は
と
く
に
、

こ
れ
か
ら
迎
凡
Ｆ
冬
季
の
凖
備
に

、
な
に
か
と
気
を
配
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

さ
て
、
十
月
の
お
も
な
く
ら
し

の
メ
モ
を
次
に
あ
げ
て
み
ま
し
た

一
日
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
重

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
の
日
、
法
の

日
、
共
同
募
金
、
労
働
衛
生
週
間

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
日
で
す
。

八
日
は
長
崎
諏
訪
神
社
の
「
お

く
ん
ち
」
で
長
崎
独
特
の
異
国
情

緒
だ
っ
ぶ
り
な
お
祭
り
が
く
り
広

げ
ら
れ
ま
し
よ
う
。

九
日
は
寒
露
に
当
た
り
、
こ
の

日
以
後
、
北
の
方
か
ら
ボ
ツ
ボ
ツ

霜
の
朝
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
日
は
万
国
郵
便
連

合
記
念
日
で
す
。

十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
。

少
し
で
も
ぐ
あ
い
が
惑
か
つ
た
ら

、
す
ぐ
眼
科
の
先
生
に
み
て
も
ら

い
ま
し
よ
う
。

目
は
心
の
窓
で
あ
る
と
同
時
に

健
康
の
窓
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
「
体
育
の
日

」
と
し
て
こ
と
し
か
ら
国
民
の
祝

日
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
秋

の
交
通
安
全
県
民
連
動
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
交
通
非
常
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
毎
日
を
元
気
に
。

過
し
た
い
も
の
で
す
・

十
四
日
は
鉄
道
記
念
日
、
十
七

日
貯
蓄
の
日
、
十
八
日
は
靖
国
神

社
の
秋
の
大
祭
で
す
。
二
十
日
は

恒
例
の
新
聞
週
間
が
始
ま
り
ま
す

。
　
ま
た
こ
の
日
は
え
び
す
講
と

い
っ
て
古
い
習
慣
の
残
っ
て
い
る

地
方
で
は
、
商
店
の
大
売
り
出
し

な
ど
で
に
ぎ
や
か
な
こ
と
で
し
よ

二
十
三
日
は
電
信
電
話
記
念
日

、
そ
し
て
二
十
四
日
は
国
連
の
日

と
な
り
ま
す
。
ま
た
二
十
四
日
は

「
降
霜
」
に
当
た
り
、
秋
も
よ
う

や
く
深
ま
っ
て
き
ま
す
。

二
十
六
日
は
原
子
力
の
日
、
つ

い
で
、
二
十
七
日
か
ら
読
書
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。

衣
類
の
調
節
を

こ
ま
め
に

十
月
は
一
日
の
温
度
の
差
が
は

げ
し
い
月
で
す
か
ら
Ｉ
衣
類
の
調

節
を
お
つ
く
う
が
ら
ず
…
…
。

こ
と
に
幼
児
や
老
人
の
い
る
家

庭
で
は
、
主
婦
は
十
分
気
を
く
ば

つ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

日
中
は
汗
ば
む
ほ
ど
で
も
、
夕

方
か
ら
ぐ
つ
と
気
温
が
下
が
る
の

が
こ
の
こ
ろ
の
気
候
で
す
。

ぽ
つ
ぽ
つ
冬
物
衣
類
の
準
備
に

と
り
か
か
り
ま
し
よ
う
。
ま
ず
、

寝
具
類
の
よ
う
な
大
物
か
ら
整
理

を
始
め
る
こ
と
で
す
。

お
天
気
の
よ
い
日
に
は
、
必
ず

ふ
と
ん
を
干
し
ま
し
よ
う
。
表
、

裹
と
ま
ん
べ
ん
な
く
口
光
に
当
て

よ
く
ほ
こ
り
を
た
た
い
て
。
午
後

二
時
ご
ろ
に
は
取
り
い
れ
て
く
だ

さ
い
。

食
欲
の
秋

、残
暑
も
終
わ
っ
て
か
ら
だ
の
調

子
も
す
っ
か
り
よ
く
な
り
、
食
欲

が
も
り
も
り
出
て
く
る
こ
ろ
で
す

く
だ
も
の
類
が
豊
富
に
出
回
り

始
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
、
ク
リ
、
ブ

ド
ウ
、
カ
キ
な
ど
、
ま
さ
に
く
だ

も
の
の
天
国
で
す
。
ミ
カ
ン
も
そ

ろ
そ
ろ
店
頭
に
並
び
ま
し
よ
う
。

野
菜
類
は
、
サ
ト
イ
モ
を
は
じ

め
、
大
根
、
白
菜
、
新
キ
ャ
ベ
ツ

、
そ
の
上
、
ま
っ
だ
け
な
ど
の
き

の
こ
類
が
い
ず
れ
も
新
鮮
な
味
覚

で
、
わ
た
く
し
た
ち
の
食
欲
を
そ

そ
っ
て
く
れ
ま
す
。

海
の
幸
も
豊
冨
で
、
比
較
的
安

い
サ
ン
マ
。
イ
ワ
シ
、
な
ど
あ
ぶ

ら
が
の
っ
て
お
い
し
い
季
節
で
す

こ
う
し
て
め
ぐ
ま
れ
た
季
節
で

す
か
ら
、
主
婦
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
れ
ら
の
食
品
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
調

理
を
研
究
し
て
い
た
だ
き
ま
し
よ

う
。
一
家
の
健
康
は
主
婦
の
み
な

さ
ん
の
双
肩
に
あ
り
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。

と
く
に
農
家
で
は
。こ
れ
か
ら

収
穫
期
を
迎
え
、
重
労
働
が
つ
づ

き
ま
丁
が
、
食
生
活
は
、
と
か
く

単
調
に
な
り
が
ち
で
す
。
で
き
る

だ
け
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
栄
養

重
点
の
食
事
の
工
夫
が
必
要
で
す

秋
の
大
そ
う
し

大
そ
う
し
は
、
地
域
全
体
が
話

し
合
っ
て
同
じ
日
に
す
る
と
効
果

が
あ
が
り
ま
す
。
つ
ご
う
で
そ
の

日
に
で
き
な
く
て
も
、
秋
に
は
ぜ

ひ
一
回
、
徹
底
的
に
大
そ
う
じ
を

し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

主
婦
一
人
で
は
と
う
て
い
手
に

負
え
ま
せ
ん
し
、
日
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
も
出
で
き
ま
す
か
ら
、
一

家
全
員
力
を
合
り
せ
て
、
計
画
的

に
か
っ
能
率
的
に
や
る
こ
と
で
す

秋
の
大
そ
う
し
は
、
同
時
に
春

か
ら
夏
に
か
け
て
、
い
た
ん
だ
家

の
補
修
に
も
心
が
け
、
家
の
内
外

の
す
み
ず
み
ま
で
点
検
し
ま
し
よ

う
。
そ
れ
は
間
も
な
く
や
つ
て
く

る
冬
へ
の
準
備
と
な
り
ま
す
。

こ
の
際
、
家
具
な
ど
を
冬
型
に

か
え
た
り
、
室
の
模
様
が
え
な
ど

も
考
え
ま
し
よ
う
。

た
た
み
の
下
に
、
新
聞
紙
を
二

、
三
枚
重
ね
て
し
い
て
お
く
と
、

冬
の
す
き
ま
風
が
ふ
せ
げ
ま
ず
。

と
り
っ
け
の
悪
い
建
具
は
、
ぜ

ひ
な
お
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、

柱
と
‘戸
や
壁
の
問
の
す
き
間
な
ど

で
も
、
よ
く
ふ
さ
い
で
お
き
ま
し

よ
う
。
と
く
に
た
ん
す
な
ど
の
家

具
類
の
う
し
ろ
に
な
る
部
分
は
、

あ
と
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
で
き

に
く
い
も
の
で
す
。

大
そ
う
じ
と
は
別
に
、
よ
く
晴

れ
た
日
を
え
ら
ん
で
、
虫
ぼ
し
を

す
る
の
も
こ
の
月
の
大
仕
事
で
す

こ
の
機
会
に
不
用
品
の
区
別
、

整
理
を
す
る
こ
と
も
た
い
せ
っ
で

す
。

秋
季
定
期
ジ
フ
テ

リ
ヤ
、百
日
ゼ
キ
の

予
防
接
種
を
行
な

い
ま
す
（
第
二
回
目
）

○

十
月
十
一
日
（
火
）

一
四
、
呂
上

四
、一言
　
通
公
民
館

一
｀
、
呂
―
一
四
Ｊ
青
海
島
小
学
校

○
十
月
十
二
日

（
水
）

一
四
、〇
〇
上

气
呂
　

仙
崎
小
学
校

遐
、呂

上

四
、一言
　
向
陽
小
学
校

○
十
月
十
三
日
（
木
）

一
四
、呂
上

气
呂
　

中
央
公
民
館

一
四
、
呂

上

四
、言
　

真
木
公
会
堂

一
四
、四
ご
上

气
呂
　

大
畑
小
学
校

○
十
月
十
八
日
（
火
）

盲
、呂

上

四
、一
言
　
俵
山
支
所

宮
吉
島
救
援
募
金

台
風
十
八
号
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
沖
縄
の
宮
古
、
八
重
山
両

島
に
対
し
救
援
の
義
援
金
を
受
付

け
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
日
赤
長
門
市

地
区
（
市
福
祉
事
務
所
内
）
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
は
、
品
物
の
受
付

け
は
し
ま
せ
ん
。

一
九
六
七
年
版

山
口
県
民
手
帳
を

あ
つ
せ
ん

一
部
　
一
〇
〇
円

お
申
し
込
み
は
、
市
役
所
総
務

課
企
画
統
計
係
か
お
近
く
の
支
所

へ
。
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